
第９回島根救急撮影技術フォーラム
謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、この度第9回島根救急撮影技術フォーラムを下記の日程にて開催する運びとなりました。

当研究会は救急放射線に関連する業務並びに付随する事項に関して、幅広く知識を取得し、情報を共有化し、

撮像技術の研鑽および臨床研究の向上を目的に開催いたします。

御多忙の折とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご参加頂きますようご案内申し上げます。 謹白

 日  時 ：２０２６年６月２７日（土）１３時３０分～１７時１０分

会  場 ：ビッグハート出雲   2F  黒のスタジオ

〒693-0008 出雲市駅南町1丁目5番地 TEL0853-20-2888

 参加費  ： 500円

【 プログラム 】

13:３０ 代表世話人の挨拶  島根県立中央病院 放射線技術科 山根 慎士 先生

第１部 座長 済生会江津総合病院 藤井 徹 先生

1３:４０～1３:５0 情報提供 「MRI造影剤 アムベルビスト 製品情報提供」 バイエル薬品（株）

1３:５0～1４:２０ 企業講演 「臨床・救急領域での画像診断支援AIの現状と未来」

エルピクセル株式会社 EIRLビジネス本部 八木 亮輔 先生

1４:２0～1５:２０ 施設講演 ～センターゴの使用経験～

「 当院でのセンターゴ使用経験 デモから導入～救急撮影 」 〈3０分〉

       益田赤十字病院 放射線科部 島地 和美 先生

「 マルチユースインジェクター Centargoが当院のCTにもたらした10の変化 」〈3０分〉

   広島市立広島市民病院 放射線技術部  大西 裕之 先生

休憩１０分

第２部 座長 松江赤十字病院 放射線科部 田代 真人 先生

１５:３0～1６:１０ 特別講演Ⅰ

「 当病院救急救命士の活動と役割 」
                        島根大学医学部附属病院 高度外傷センター 救急救命士

    糸原 誠二 先生

1６:１0～17:１0 特別講演Ⅱ

「   Ride the waves ― 高齢化時代を支える救急画像診断のあり方   」

国立病院機構災害医療センター 放射線科部長

  一ノ瀬 嘉明 先生

本会は、日本救急撮影技師認定機構：２ポイント、日本X線CT専門技師認定機構：３単位、

日本血管撮影・インターベンション専門診療放射線技師認定機構：１ポイントが加算されます。

共催：一般社団法人島根県診療放射線技師会・島根救急撮影技術フォーラム・バイエル薬品株式会社

MTG26-00410133-20260520

※ ご記入頂きました個人情報は、島根救急撮影技術フォーラム及びバイエル薬品が取得し、主に本学術講演会の運営・管理及び生涯教

育単位認定に使用します。その他の利用目的については、バイエル薬品の個人情報保護方針の「個人情報の利用目的」をご参照願い

ます。（https://www.phama.bayer.jp/ja/personal）
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